
 
 

有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 
No. H16 ⑥-1 タイトル GIS と海色衛星の赤潮モニタリングヘの応用 

著者 TAN C N,石坂丞二(長崎大 水産) 

キーワード GIS,赤潮、モニタリング、海色リモートセンシング 

出典 月刊海洋 VOL. 36 NO. 5; PAGE. 376-379 発行年 2004 

＜目的＞ 

 有明海を例に、赤潮の空間特性を GISで解析し、赤潮モニタリングへの海色衛星データの応用に

ついて示した。 

＜結果＞ 

・ 2002年の西海区水産研究所による赤潮報

告に基づき有明海の赤潮の頻度分布を求め

ると、ほとんどの赤潮が佐賀、福岡、熊本

の水深 10m以浅の養殖海域で報告されてい

る。赤潮分布を養殖海域と重ね合わせるこ

とにより養殖への影響を推測し対策を検討

することが可能となるかもしれない(図 3)。 

・ 有明海の主な赤潮生物は珪藻類であるが、

主要赤潮生物の空間解析とそれらの生物学

的な特徴の解析により、それぞれの種類の

関係を研究することが可能となるかもしれ

ない(図 6)。 

・ GISの空間機能は赤潮データの空間次元

解析の有効性を示し、赤潮の対策を効率的

で正確に行うことを助けることが出来る。

さらに、有明海への応用には海色リモート

センシングのクロロフィルアルゴリズムの

向上が不可欠である。 

 

 

 

 

 42



 
 

有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 
No. H16 ⑥-3 タイトル 有明海西部海域における高濁度層の形成と酸素消費過程 

著者 
阿部淳(九大 大学院総合理工学府),松永信博(九大 大学院総合理工学研究院),児玉真史

(中央水産研),徳永貴久(九大 大学院総合理工学研究科),安田秀一(水産大) 

キーワード 高濁度層、貧酸素水塊、酸素消費速度 

出典 海岸工学論文集 VOL.50,pp966-970 発行年 2003 

＜目的＞ 

 有明海西部海域(図-1)において、高濁度層の形成と貧酸素水塊

の形成に関する知見を得るため、25 時間連続定点観測を行っ

＜結果＞

た。

 

の結果より、当該海域では上げ潮最強時および下げ

れ

が、

濃度との間には負の

、風速 5m程度の北風

形成過程は上げ潮時と下げ潮時で

の SSの

13倍の値を取り、SSが海域の貧酸素化に大きく寄

 

・ 現地観測

潮最強時の時間帯において海底上約 5mまで高濁度層が形成さ

た。この高濁度層は、満潮時では海底のごく近傍に限られる

干潮時では全水深にわたって一様化する傾向があることがわか

った(図-3)。 

・海底面付近 の濁度と DO

相関関係が存在することから、海底面上の有機

物が巻き上げによって海水中の DOを消費する

可能性が確かめられた。 

・高濁度層の 形成について

が生じると水表面下 5mまでの吹送流が影響し、

水平流速の速度勾配と濁度の濃度勾配の高さが

一致し、鉛直シアーにより、SSが上方へ輸送さ

れる(図-5)。 

・ 高濁度層の

は異なり、上げ潮時では底泥の巻き上げにより

形成されるが、下げ潮時には堆積物の再懸濁だ

けでなく、湾奥部で再懸濁した SSが移流により

輸送されて形成されると推察される。 

・酸素消費実 験の結果より、底層 5m内

酸素消費速度は 1.01～2.53g/m3/day、水柱 5m以内

の底泥の酸素消費速度 0.19g/m3/dayと比較して 5～

与している可能性がある。
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No. H16 ⑥-5 タイトル 2002 年夏季における有明海の水質動態解明 

著者 関根章雄,鯉渕幸生,有田正光,磯部 雅彦 

キーワード 有明海，諫早湾，赤潮，貧酸素水塊，栄養塩 

出典 土木学会年次学術講演会講演概要集第２部 VOL.58,pp595-596 発行年 2003 

＜目的＞ 

 有明海における赤潮発生機構や貧酸素化など一連の水質動態を明らかにすることを目的に、多項

目水質の長期連続観測を実施した。 

＜結果＞ 

・諫早湾にお ける 2002年の水質と気象の時系列より、

クロロフィル aは 7月 4日及び 25日前後に大きく 2回増

加し、ともに数日前に降雨量が増加していることから、

有明海に流入する河川水が諫早湾へ侵入するとともに栄

養塩が供給され、クロロフィル aの増加につながったと

考えられる(図 1,2)。 

・クロロフィ ル aの増加から数日遅れて

溶存酸素濃度が減少しており、特に 7月

5日の貧酸素化は、死滅し沈降した植物

プランクトンの分解に伴って酸素が消費

されたことが原因と考えられる(図 2)。 

・ 8月 5日には植物プランクトンの増殖

が少ないにもかかわらず貧酸素化が生じ

ているが、これはエクマン輸送で表層水

が湾の東岸に吹き寄せられ、補償流とし

て海底で西岸向きの流れが生じた際に、

有明海中央付近の貧酸素水塊が諫早沖に

移動したためと考えられる(図 4)。 

・以上のよう に、赤潮の発生には降雨後

の河川水に含まれる栄養塩の供給が大き

な意味を持っていることが明らかとなり、

貧酸素水塊の形成には赤潮の発生と風による湾内流動との 2つの要因があることが確認された。 



 
 

有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 
２００No. H16 ⑥-6 タイトル 有明海における水質変動の支配要因 

著者 
鯉淵幸生,磯部雅彦(東大 大学院新領域創成科学研究科),佐々木淳(横浜国大 大学院工

学研究院),有田正光(東京電機大) 

キーワード 水質変動、長期連続観測、赤潮、貧酸素化 

出典 海岸工学論文集 VOL. 50 NO. 2; PAGE. 971-975 発行年 2003 

＜目的＞

 有明海において多項目水質の長期連続観測

を実施し、過去 2年間に発生した赤潮や貧酸

素化の過程を把握して、水質変動の支配要因

を明らかにした。 

＜結果＞ 

・諫早湾内 (図-1)の 2002年夏季の観測では、2

期間においてクロロフィル a の増殖がみられ、

その数日前に比較的大きな降雨が観測された。同時期の無機態窒素濃度は降雨から数日後の限られ

た期間にのみ定量さ た に比べ高濃度であったことから、通常、諫早湾内では窒素

により植物プランクトンの増殖が制限され、降雨等によって窒素が供給されて十分な日射が得られ

た場合に植物プランクトンの増殖が行われると考えられる(図-2)。 

・海底の溶存 酸素濃度はクロロフィル aの増加から数日遅れて減少しており、増殖した植物プラン

クトンが沈降し、海底で酸化分解される際に酸素が消費されたと考えられる。一方、植物プランク

トンの増殖があるにもかかわらず貧酸素化には至らなかった時期は、大潮期で潮流が大きかったこ

とが貧酸素水塊の形成を抑制した一因と考えられる。また、植物プランクトンの増加がみられない

にもかかわらず貧酸素化した時期は、南西風の長期間連吹の影響で有明海中央の澪筋付近に形成さ

れた貧酸素水塊が諫早湾内に流入したものと考えられる(図-2)。 

 

れ が、リンは窒素
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はじめとする有明海流入河川から供給され、残

り 15%が調整池からの排水によると推定された

(図-11)。 

 

 

 

・諫早湾内の 淡水総量は約 3億 m3と推定され、

排水量の 5倍程度となる。また、窒素について

も同様に、排水量のおおよそ 6倍程度が湾外か

ら淡水流入によって供給されると推定される。

これより、諫早湾の栄養塩の約 85%が筑後川を
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No. H16 ⑥-14 タイトル
水質の長期変動に基づく有明海におけるノリおよび珪藻プ

ランクトンの増殖制限元素の解明 

著者 川口修,山本民次,松田治,橋本俊也（広大院生物圏科学） 

キーワード ノリ、珪藻、水質の長期変動、制限元素 

出典 海の研究 VOL. 13 NO. 2; PAGE. 173-183 発行年 2004 

＜目的＞ 

 有明海における水質の長期変動から、ノリおよび珪藻の増殖制限元素を究明した。 

＜結果＞ 

・佐賀県、福 岡県、熊本県の浅海定線調査データを用いた漁期間中（10月～2月）における各県の

DIN、DIP、DSi濃度の経月変化をみると、窒素はノリ漁期の DIN濃度が各県ともノリの増殖制限濃

度(7.8～26.2μg-at/L)を下回っている。リンに関するノリの増殖制限濃度は不明であるが、ノリの N/P

比が漁期海水中の DIN/DIP比より大きいことから、窒素制限である可能性が高い(Table1,Fig5)。 

・珪藻の増殖 制限元素について、窒素・ リンは珪藻の増殖制限濃度及びレッドフィールド比より、

有明海北部では主にリン、南部では窒素であると考えられた。ケイ素は漁期のケイ酸塩濃度の月平

均値が 20.6～70.2μg-at/Lで増殖制限濃度 0.84～2.6μg-at/Lより一桁高く、有明海では珪藻の増殖を制

限することはない(Table1,Fig5) 。 

・ 1997年の諫早湾の締め切り以降、有明海全域で統計的に有意な溶存態無機窒素(DIN)の減少がみら

、ノリに対する窒素制限がより深刻であることが示唆された。 れ
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No. H16 ⑥-17 タイトル
有明海奥部海域における近年の貧酸素水塊および赤潮発

生と海洋構造の関係 

著者 
堤裕昭,岡村絵美子,小川満代(熊本県大 環境共生),高橋徹(みなまた環境テクノセ),山口一岩,門

谷茂(北大 大学院水産科学研究科),小橋乃子,安達貴浩,小松利光(九大 大学院工学研究院) 

キーワード 赤潮、貧酸素水塊 

出典 海の研究 VOL. 12 NO. 3; PAGE. 291-305 発行年 2004 

＜目的＞ 

 有明海奥部海域(Fig1)において、近年夏季に発生す

る底層水の貧酸素化現象及び頻発する赤潮の発生メカ

ニズムを解明するため、水質調査を行った。 

＜結果＞ 

・ 2001年 8月～2002年 2月の月 1回の調査で、8月上

旬に底層で貧酸素水塊が、11月に珪藻赤潮がともに

大雨の後に発生した。 

・夏季の貧酸 素水塊の発生過程は、梅雨期の大雨によ

る大量の淡水が流入し、表層の低塩分化と夏季の気温

酸素化したと考えられる。(Fig3,4)。. 

上昇に伴う成層構造の発達により、底層が貧
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・ の珪 上記と同様に

流入し、低

・ 佐賀県の

続日数）と発生から 30日前までの降水量との関係を調べた結果、1998年以降、秋季の赤潮はそれ以

前の降水量から想定される赤潮よりも大規模化する傾向が認められる(Fig10)。有明海奥部海域では、

塩分や水温による成層構造が発達した時に、海水交換が大きく変化して水が滞留しやすくなること

で赤潮が発生している可能性が指摘される。 

秋季 藻赤潮は、 、秋季の大雨による大量の淡水の流入とともに大量の栄養塩が

塩分で高栄養塩濃度の表層水が形成され赤潮が発生したと考えられる(Fig5)。 

有明海で報告された最大面積 50k㎡以上の赤潮について、赤潮発生指数（最大面積×継




